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　今年の夏は、梅雨が上がった途端に猛暑がやってきました。この「住まいる通信」を読まれて
いる頃には猛暑も終わっているかと期待しておりますが、皆様お変りございませんでしょうか？
　私は、2年ぶりにギックリ腰を患ってしまいました。ウォーキングをある程度続けたので、二度
とギックリ腰にはかからないと信じておりましたが、残念ながら期待とは裏腹に、何気なく椅子
から立とうとした時に腰にピクッと違和感があり、まあ大した事は無いかと病院にも行かず仕事
をしておりましたら、翌日には動けなくなってしまう程と相成りました。「災害は忘れた頃にや
って来る」と言われますが、正にその通り！と実感しております。  
　さて、写真は7月10日に行いました「創業40周年記念感謝祭」での相談役と私による謝辞の様子
です。平素大変お世話になっている、取引先・協力業者の皆さんにご参加いただき誠に有難うご
ざいました。今回は「創業40周年」のセレモニーでは82歳になる相談役も壇上で皆様にお礼の気
持ちをお伝えすることもでき、本当に良かったと安堵している次第です。本当に有難うございま
した。  
　ある資料によると、30年続く企業の生存率は0.25％だとか。つまり1000社の企業の内生き残る
企業は3社以下と言う事のようです。お蔭様で、わが社もその末席を汚しておりますが、我社の大
きな使命に「継続的なアフターサービス」があります。これこそが、ゲイナンハウスが今後も継
続して行かなければならない社会的な責任だと考え、次なる節目である50周年に向けて一歩ずつ
歩んで行きたいと思います。　（啓） 

河　野 

「住まいの困った」は 
ゲイナンハウス 

大竹店・廿日市店共に 
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最後までお読み頂きありがとうございました。次回は10月発行予定です。（啓） 

　世の中、エコポイントにエコカーと「エコ」が今のキーワードの様相ですが、そもそも日本人の生活
は「エコ」ではなかったのかと考えさせられます。子供の頃は、エアコンなどはどの家にも無く、夜には
「蚊帳」を吊って家族全員がその中に入って寝ていたことを思い出します。  
　今では、各室にエアコンがあり、それぞれがエアコンを付けっ放しにして寝ていて、病院には風引き
が多く来ているとか。エコポイントもいいけれど、身近な「エコ」を見直してはいかがでしょうか？  
　きびしい暑さももう少しの辛抱！皆さん、しっかりと水分を取って、夏を乗り切りましょう～　（啓） 

後　記 

日程：８月２８日(土)・２９日(日)  
今年の３月から始めたゆめタウンでの展示会。  
今回も、キッチン・システムバスなどたくさん展示します。  
土曜日は、網戸張替え５００円/枚  
　お買い物のついでにお立ち寄りください。デオデオさんの前です。 

日程：９月４日(土)・５日(日)　会場：廿日市商工保険会館  
各社新商品をそろえての展示です！  
 

　廿日市店にあるハナミズキの木に小さな巣ができて
いました。車の中でしばらく静かにして様子を見てい
ると、突然親鳥がえさを持って帰宅。すると、中から
可愛い二羽のヒナが口ばしを出しているところが見え
ました。  
　どうやら、メジロが子育てをしているようです。写
真に見える巣は、網戸の張替えで外に置いていた網の
クズを利用したようで、巣に網戸の網が見えます。  
　何も、こんな住宅街で子育てしなくてよさそうなも
のですが、メジロにとっては子育てに都合の良い所な
のでしょう！と言うことは、メジロにとって良い環境
＝人間にとっても「宮園地区」は良い環境なんですね！ 

★イベント案内
★ 

8月10日 
廿日市店にて 

7月10日 広島サンプラザにて 
相談役と社長による謝辞 

メジロの親鳥 



　昨年から施工させていただいていました、広島市
西区F様邸が外構工事までの全てが完了いたしました。
構造見学会や建物完成見学会も行いましたのでご
存知の方もいらっしゃるかと思います。施主のF様は
私と同じ音楽仲間で、ファゴットを吹いておられます。
ファゴットと言ってもご存知でない方の方が多いでし
ょうが、左の写真に飾ってある長さ1.4ｍの中低音域
の楽器です。  
　当初の計画の段階から、「玄関ホールにファゴット
を飾りたい！」と言うご主人のご要望を叶えるべく、ホ
ール間口を広く取り、さらに楽器を飾るニッチも通常
よりも広く、壁面も白いエコカラットタイルを用いて目
立つようにしました。  
　また、玄関ホールには螺旋階段(アルミ製)を採用
しすることで、吹き抜けのホールの広がりをより一層
感じさせます。  
　音楽好きなご主人ですから、書斎は防音室とし、狭
いながらも４～５人程度のアンサンブル演奏も可能で
す。防音性能は私(河野)がユーフォニアムを吹いて
確認しておりますので、深夜以外の時間であれば問
題無し！ 

　外観は最近好まれている、南欧風の色調でまとめ
ました。屋根は三州平板瓦（３色混ぜ葺き）、外壁は
無塗装サイディングにハイドロテクトカラーコートEXを
塗装して、高い防汚性能と耐候性をもたせています。
しかも、壁・屋根ともに下地に通気層を設け、棟瓦で
排気する構造となっています。F様からも１階の寝室
は涼しくてエアコンは付けてないと言われています。
　今回は、玄関ホールと外観をご紹介しましたので、
次回は水廻りをご紹介いたします。 

「直島」が面白い！！ 「直島」が面白い！！ 

　島内の集落の古民家の保存、修復などに現代美術の作品を組み合わせたもの。集落
に7か所の作品があり、それぞれに説明員がついて説明してくれます。現代アートに興味
も理解も無い私でも「なるほど！！」と見入ることができました。  
　その中の二つをご紹介しましょう！（感じたままに） 

　かねてから行ってみたいと思っていた「直島」。それは、香川県の瀬戸内海にある島で、岡山県宇
野港からフェリーで２０分ほどで着く人口三千人余りの島です。福武書店の福武氏が島の一帯を買
い上げ、建築家安藤忠雄のマスタープランによる「直島文化村構想」を発表し、１９９２年にホテル・
美術館の「ベネッセハウス」建設などへと拡大。さらに、廃屋を現代アートの展示場とする「家プロジ
ェクト」も始まる。当初島民は関心をしめさなかったが、島民参加型のプロジェクトへと発展させること
で、島民も協力的になり、今では、観光客向けのカフェや民宿もオープンしている。  
　この「直島」にさる６月、高松で講演の用事があったついでに行って来ました。  
いやはや、なかなか面白い島でした。（啓） 

「ファゴットのある家」 
完成現場報告！ 

　本殿の階段はよく見ると「ガラス」

でできていて、地中へとつながっている。

少し離れたところに地下に入る入り口

があり、そこから入ってみるとガラスの

階段が石室の中まで続いていた。ガラ

スの階段の一枚の段板からの淡い光が、

石室と本殿を一体に感じさせる。  

　石室から出る時に見える瀬戸内海

の美しさも格別でした。 

　建物は、建築家安藤忠雄が木造建築を設計した

珍しい建物です。南寺という名前は、この場所にお寺

があったことから付けられた作品名のようです。　こ

の作品は、真っ暗な闇中から、淡い光を15分程度か

けて感ずるもので、その光を認識するまでに何かが見

えたりと、感ずる様々な感覚は初めての体験でした。

　現代アートとは、「空間・感覚」を自ら感ずるものだ

と教えてくれる作品でした。 

その1

玄関ホール 

外観：前面道路から望む 

　さる、７月２９日に大竹市元町にてM様邸を上棟いた

しました。外観は前面道路からシャープなデザインなが

ら、大きく感じられるデザインとなっています。丁度、こ

の「住まいる通信」をお読みいただいている頃には、骨

組みはほぼ完了しております。構造にご興味ある方が

おられましたら、設計した河野がご案内いたしますので、

お気軽にご一報ください。 

ただいま新築現場進行中！！ 

特　集
 

家プロジェクト 

護王神社（設計：杉本博司） 

南寺（安藤忠雄設計・作品　ジェームズタレル） 

　しっかりと時間に余裕を持って行ったつもりでしたが、結局時間切れとなり、全ての作品を

見ることは出来ませんでした。広島から宇野港まで車で2時間余り。高速道路代1000円がい

つまで続くか分かりませんが、新しい美術館もできたようなので、再度行ってみたい島です。（啓） 
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